
令和4年度モニタリングシート 【芸術文化会館】 

施設名

視点 No.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

1 B

事業計画書に基づき、館長1名、主査1
名、主任1名、主事2名、管理運営8名、
舞台管理7名、施設管理7名、事業企画
業務2名を配置

B

事業計画書に基づき、館長1名、主査1
名、主任1名、主事2名、管理運営8名、
舞台管理7名、施設管理7名、事業企画
業務2名を配置

B

事業計画書に基づき、館長1名、主査1
名、主任1名、主事2名、管理運営8名、
舞台管理7名、施設管理7名、事業企画
業務2名を配置

B

事業計画書に基づき、館長1名、主査1
名、主任1名、主事2名、管理運営8名、舞
台管理7名、施設管理7名、事業企画業務2
名を配置

事業計画書に
基づく有資格者
の配置

・舞台機構調整技能者1級 1名
・照明技術者1級 1名
・音響技術技能3級 1名
・玉掛技術者 1名
・甲種防火管理者 1名
・上級救命技能認定者（消防）1名
・職長・安全衛生責任者教育修了者 1名
・自衛消防技術認定 6名
・電気主任技術者 1名
・建築物環境衛生管理技術者（ビル管）1名
・サウンドレコーディング技術B 1名
・乙種消防設備士6類 1名
・第一種消防設備点検資格者 1名
・第1・2電気工事士 各1名
・危険物取扱乙4類 1名
・ボイラー2級 1名
・特別管理産業廃棄物管理責任者 1名
・第1・2種衛生管理者 各1名

2 A

事業計画書に基づいた
有資格者の配置に加
え、施設の管理運営
上、配置が望ましい資
格保有者を確保して、
安定した施設運営につ
なげている点は評価し
たい。

事業計画書に記載の有資格者数は確保し、更に
以下のとおりの人員を配置した。
・第1種衛生管理者 1名
・舞台機構調整技能者1級 1名
・照明技術者1級 1名
・音響技術技能3級 1名
・玉掛技術者 1名
・甲種防火管理者 2名
・上級救命技能認定者（消防）2名
・職長・安全衛生責任者教育修了者 3名
・自衛消防技術認定 7名
・電気主任技術者 1名
・建築物環境衛生管理技術者
 （ビル管） 3名
・サウンドレコーディング技術B　2名
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2電気工事士　4名
・危険物取扱乙4類　4名
・ボイラー2級　5名（1級1名含む）
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名

A

事業計画書に基づいた
有資格者の配置に加
え、施設の管理運営
上、配置が望ましい資
格保有者を確保して、
安定した施設運営につ
なげている点は評価し
たい。

事業計画書に記載の有資格者数は確保し、更に
以下のとおりの人員を配置した。
・第1種衛生管理者 1名
・舞台機構調整技能者1級 1名
・照明技術者1級 1名
・音響技術技能3級 1名
・玉掛技術者 1名
・甲種防火管理者 2名
・上級救命技能認定者（消防）2名
・職長・安全衛生責任者教育修了者 3名
・自衛消防技術認定 7名
・電気主任技術者 1名
・建築物環境衛生管理技術者
 （ビル管） 3名
・サウンドレコーディング技術B　2名
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2電気工事士　4名
・危険物取扱乙4類　4名
・ボイラー2級　5名（1級1名含む）
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名

A

事業計画書に基づいた
有資格者の配置に加
え、施設の管理運営
上、配置が望ましい資
格保有者を確保して、
安定した施設運営につ
なげている点は評価し
たい。

事業計画書に記載の有資格者数は確保し、更に
以下のとおりの有資格者を配置した。
・第1種衛生管理者　1名
・舞台機構調整技能者1級　1名
・照明技術者1級　1名
・音響技術技能3級　1名
・玉掛技術者　1名
・甲種防火管理者　2名
・上級救命技能認定者（消防）　2名
・職長・安全衛生責任者教育修了者　3名
・自衛消防技術認定　7名
・電気主任技術者　1名
・建築物環境衛生管理技術者
　（ビル管）　3名
・サウンドレコーディング技術Ｂ　2名
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2電気工事士　4名
・危険物取扱乙4類　4名
・ボイラー2級　5名（1級1名含む）
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名

A

年間を通して、施設の管理運
営に必要な有資格者を、計画
以上に配置し、安定した施設
運営につなげた点を評価した
い。

事業計画書に記載の有資格者数は確保し、更に以下
のとおりの有資格者を配置した。
・第1種衛生管理者　1名
・舞台機構調整技能者1級　1名
・照明技術者1級　1名
・音響技術技能3級　1名
・玉掛技術者　1名
・甲種防火管理者　2名
・上級救命技能認定者（消防）　3名
・職長・安全衛生責任者教育修了者　3名
・自衛消防技術認定　7名
・電気主任技術者　1名
・建築物環境衛生管理技術者（ビル管）3名
・サウンドレコーディング技術Ｂ　2名
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2電気工事士　4名
・危険物取扱乙4類　4名
・ボイラー2級　5名（1級1名含む）
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名

3 -
年度末の数値をもって
評価する。

設備点検実施回数は次のとおり。
　建物管理    　　1回
　空調・給排水　 13回
　昇降機等     　18回
　舞台設備   　　14回

-

設備点検実施回数は次のとおり。
　建物管理    　2回   累計3回
　空調・給排水 23回　 累計36回
　昇降機等     22回   累計40回
　舞台設備   　 9回　 累計23回

-

設備点検実施回数は次のとおり。
　建物管理　　　2回　累計 5回
　空調・給排水 17回　累計53回
　昇降機等　 　20回　累計60回
　舞台設備　 　 5回　累計28回

B

設備点検実施回数は次のとおり。
　建物管理　　　 1回　累計　6回
　空調・給排水　13回　累計66回
　昇降機等　　　22回　累計82回
　舞台設備　　　12回　累計40回

管理業務の実施に係る固有の銀行口座を
開設しているか
【確認資料例：銀行口座】

4 B

協議に基づき、収入については施設ご
とに入金専用口座で受け入れ、支出に
ついては財団本体のメイン口座で一括
管理している。

B

協議に基づき、収入については各館毎
の入金専用口座で受け入れ、支出につ
いては財団本体のメイン口座で一括管
理している。

B

協議に基づき、収入については各館毎
の入金専用口座で受け入れ、支出につ
いては財団本体のメイン口座で一括管
理している。

B

協議に基づき、収入については各館毎の
入金専用口座で受け入れ、支出について
は財団本体のメイン口座で一括管理して
いる。

資金の適正な管理と経理内容の明確化が
図られているか
【確認資料例：独立した会計帳簿】

5 B
資金は財団本体のメイン口座にて適正
に管理し、経理内容を明確にしてい
る。

B
資金は財団本体のメイン口座にて適正
に管理し、経理内容を明確にしてい
る。

B
資金は財団本体のメイン口座にて適正
に管理し、経理内容を明確にしてい
る。

B
資金は財団本体のメイン口座にて適正に
管理し、経理内容を明確にしている。

利用料金、使用料の徴収は適正に行われ
ているか
【確認資料例：独立した会計帳簿・日
報、月報・使用料等収納（徴収）事務委
託契約書・銀行口座】

6 B

利用料金は適正に徴収している。新型
コロナウイルスの影響による料金の還
付についても、引き続き適正に対応し
ている。

B

利用料金は適正に徴収している。新型
コロナウイルスの影響による料金の還
付についても、引き続き適正に対応し
ている。

B
利用料金は設定した利用料金表に基づ
き、パレスシステムによりデータ集計
し、適正に徴収している。

B
利用料金の徴収漏れは無いこ
とを確認した。

利用料金は設定した利用料金表に基づ
き、パレスシステムによりデータ集計
し、適正に徴収している。

収支計画が適正
であること

収支計画が適正に執行されているか【確
認資料例：事業計画書（収支計画）・事
業報告書】

7 B

新型コロナウィルスの影響による利用
料金収入の減や、光熱水費の高騰によ
る支出の増が見込まれるため、極力支
出の抑制を図り収支バランスの確保に
努めた。
公共料金（電気料金）の予期せぬ高騰
への対応について、八王子市と協議を
進めている。

B

市民利用が多く、他の
施設に比べると新型コ
ロナウイルスの影響に
よる利用料金の減収が
まだ続いているとのこ
と。

新型コロナウィルスの影響による利用
料金収入の減や、光熱水費の高騰によ
る支出の増が見込まれるため、極力支
出の抑制を図り収支バランスの確保に
努めている。
公共料金（電気料金）の予期せぬ高騰
への対応については、引き続き八王子
市と協議を進めており、市の補正予算
での対応を予定している。

B

新型コロナウィルスの影響があったも
のの、利用料金収入は目標収入を達成
する月もあり回復傾向にある。
一方収入の見込みを踏まえ、光熱水費
の高騰が続いていることから、極力支
出の抑制を図り収支バランスの確保に
努めている。
公共料金の予期せぬ高騰への対応につ
いては、現在も八王子市と協議を進
め、市の補正予算での対応を予定して
いる。

B

利用料金収入は目標を達成する月もあっ
たが、新型コロナウイルスの影響もあ
り、今年度の予算額を達成するまでには
至らなかった。
支出面では、抑制に努め収支バランスの
確保に努めたものの、著しい物価高騰に
よる電気料金等の値上げに直面し、予算
を大きく超えることとなった。この電気
料金の高騰分は、市と協議し、一部補填
してもらうこととなった。

業務を実施するにあたり、適切な人員配
置や育成がなされているか
【確認資料例：事業計画書（人員配置計
画）・事業報告書・研修報告書・実地調
査】

8 B
人員配置計画書に基づき適切な人員配
置を行った。

B

人員配置計画書に基づき適切な人員配
置を行った。
7月5日に行った衛生委員会にて、職員
の時間外勤務の削減や休暇取得の促進
等、職場環境について検討をした。

B

人員配置計画書に基づき適切な人員配
置を行った。
12月9日に行った衛生委員会にて、職員
の健康管理のため時間外勤務の削減や
休暇取得の促進等、職場の環境につい
て検討をしている。

B

人員配置計画書に基づき適切な人員配置
を行なった。
3月10日に3回目の衛生委員会を開催、職
員の健康管理のため時間外勤務の削減や
休暇取得の促進等、職場環境について検
討をした。
有給休暇の取得は、法に基づいた取得が
出来た。

給与の支出が適切に行われているか
【確認資料例：給与規程・賃金台帳】 9 B

給与の支出は給与規程に基づき適切に
行っている。

B
給与の支出は給与規程に基づき適切に
行っている。

B
給与の支出は給与規程に基づき適切に
行っている。

B
給与の支出は給与規程に基づき適切に行
なった。

事業者の経営状況が健全な状態であるか
【確認資料例：財務諸表・財務評価表】 10 B

新型コロナウィルスの影響による利用
料金収入の減や光熱水費の高騰など、
財団の経営への影響が懸念されるが、
健全な状態を維持している。

B

新型コロナウィルスの影響による利用
料金収入の減や光熱水費の高騰など、
財団の経営への影響が懸念されるが、
健全な状態を維持している。

B

新型コロナウィルスの影響による利用
料は戻りつつあるが依然減、光熱水費
の高騰も続き財団の経営への影響が懸
念されるが、収支バランスを踏まえ健
全な状態を維持している。

B

利用料金収入は、第三四半期は目標を達
成する月もあり良かったが、一方で新型
コロナウィルスの影響があり予算額には
届かなかった。また、光熱水費の高騰が
続いているため、財団経営への影響を踏
まえ、支出を抑制することで収支の健全
性を確保した。

業務の一括委託が行われていないか
【確認資料例：第三者への一部事務委託
に関する承諾書・事業報告書・実地調
査・会計帳簿】

11 B
「芸術文化会館の指定管理に関する基
本協定」第16条の規定に沿って適切に
対応している。

B
「芸術文化会館の指定管理に関する基
本協定」第16条の規定に沿って適切に
対応している。

B
「芸術文化会館の指定管理に関する基
本協定」第16条の規定に沿って適切に
対応している。

B
第三者委託した業務の経費に
ついても確認できた。

「芸術文化会館の指定管理に関する基本
協定書」第16条の規定に沿って適切に対
応した。

評価項目

芸術文化会館（いちょうホール）
９月 １２月６月

施
設
の
管
理
・
運
営
を
安
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

定
量
的

事業計画書に基づく人員の配置
【館長1名、主査1名、管理運営10名、舞台管理7名、施設
管理6名、事業企画業務2名】

設備点検実施回数
【建物管理5回、空調・給排水65回、昇降機等82回、舞台
設備40回】

定
性
的

団体の経営方針
が明確であり、
きちんとした経
理がされている
こと

管理運営がきち
んとできる職員
体制や研修体制
がとれているこ
と

施設の管理運営
を安定して行う
能力を有してい
るか
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視点 No.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

評価項目

９月 １２月６月

12 - 8月に実施予定。 B 8月10日に実施済 B 8月10日に実施済 B
ヒアリング後に法令一覧の現
物を確認した。

8月10日に実施済

13 -
年度末の数値をもって
評価する。

臨時職員を含む対象者15名中、15名取
得済み。

-
年度末の数値をもって
評価する。

臨時職員を含む対象者15名中、15名取
得済み。

-
年度末の数値をもって
評価する。

臨時職員を含む対象者15名中、15名取
得済み。

A
年間を通じて100％を維持し
た点を評価したい。

臨時職員を含む対象者15名中、15名取得
済み。

開館日数、開館時間は守られていたか
【確認資料例：条例、規則・日報、月
報・事業報告書】

14 B
開館日数　78日
開館時間
　通常通り9時から22時まで開館した。

B

開館日数
　79日
開館時間
　通常通り9時から22時まで開館した

B

会館日数
　76日
開館時間
　通常通り9時から22時まで開館した

B

会館日数
　79日
開館時間
　通常通り9時から22時まで開館した

減免の申請手続がなされた場合、適正に
処理されているか（※該当の場合）
【確認資料例：減免申請書・事業報告
書・減免申請に係る帳簿】

15 B
減免団体取扱要領に基づき適正に処理
している。第1四半期では該当する申請
は4件だった。

B
減免の申請書類等を確
認したが、適切に対応
していた。

減免団体取扱要領に基づき適正に処理
している。第2四半期では該当する申請
は3件だった。

B
減免団体取扱要領に基づき適正に処理
している。第3四半期では該当する申請
は1件だった。

B
ヒアリング後に一年間の減免
申請書等を確認した。

減免団体取扱要領に基づき適正に処理し
た。第4四半期で該当する申請は0件
だった。
　　　　　　　　　　年度累計　8件

文書の管理・保存が適切に行われている
か
【確認資料例：ファイル基準表（なけれ
ばそれに準ずるもの）・実地調査】

16 B
会館運営業務文書一覧表及びファイル
基準表に基づき、適切に管理してい
る。

B
会館運営業務文書一覧表及びファイル
基準表に基づき、適切に管理してい
る。

B

会館運営業務文書一覧表及びファイル
基準表に基づき、適切に管理してい
る。10月に改めてファイル内文書の
チェックを実施した。

B
ヒアリング後にファイル基準
表等を確認した。

会館運営業務文書一覧表及びファイル基
準表に基づき、適切にファイル内文書を
管理した。

修繕等、施設保全が適切に行われている
か
【確認資料例：事業報告書・実地調査】

17 B
今後予定している施設の大規模改修を
念頭に、市の所管課と連絡をとりなが
ら適切な施設保全を行っている。

B

今後予定をしている施設大規模改修を
踏まえ、市の所管課と連絡をとりなが
ら適切且つ必要な修繕を行いながら施
設の保全を行っている。

B

今後予定をしている施設大規模改修を
踏まえ、市の所管課と連絡をとり適切
且つ必要な修繕を行い施設の保全を
行っている。

B

令和5年度から施設の大規模改修を行うこ
ととなるが、そのことを踏まえ計画的に
修繕を行ない施設の保全に努めた。
次年度も市と連携を図り、大規模改修前
の修繕を的確に実施する。

備品の管理が適切に行われているか
【確認資料例：備品台帳・実地調査】 18 B

備品の清掃や除菌、破損箇所の修繕な
ど、日常的なメンテナンスとともに、
お客様の声を聴きながら利用者の目線
に立って定期的に管理を行っている。
大規模改修に向けた連絡会議（３回）
にすべて出席し、備品の要望や工事に
伴う移転の際の備品の対応について確
認した。

B

今のところ、市の備品
として登録の必要な物
品の購入はないとのこ
と。

備品の清掃や除菌、破損箇所の修繕な
ど、日常的なメンテナンスとともに、
お客様の声を聴きながら利用者の目線
に立って定期的に管理を行っている。
大規模改修に向けた連絡会議にすべて
出席し、備品の要望や工事に伴う移転
の際の備品の対応について確認した。

B

備品の清掃や除菌、破損箇所の修繕な
ど、日常的なメンテナンスとともに、
お客様の声を聴きながら利用者の目線
に立って定期的に管理に務めた。
また、大規模改修に向けた連絡調整に
対応し、備品の要望や工事に伴う移転
の際の備品の対応について確認した。

B

備品の清掃や除菌、破損箇所の修繕な
ど、日常的なメンテナンス実施し、お客
様の声を聴きながら利用者の目線に立ち
定期的な管理を行った。
大規模改修後に必要となる備品の要望や
工事に伴う備品の移転先の現場立会いを
行い、令和5年度に備えた。

利用者満足度
総合的な満足度　　98.2％
（“大いに満足”と“満足”の合計） 19 -

8月からの実施に向け調整準備をしてい
る。

-
8月16日よりアンケートを実施し、現在
集計中である。
第3四半期に結果を報告する。

A

目標を達成するととも
に、総合的な満足度は
前年度よりも高い水準
をクリアしている。積
極的に評価したい。

10月20日をもってアンケートの回収を
完了し、サンプル数は179件であった。
集計結果を12月13日に市に提出した。
総合的満足度は99.4％で前年と同レベ
ルであったが、「大いに満足」は前年
度より5.8％アップの45.2％の結果と
なった。

A

極めて高い水準で目標を達成
したことを積極的に評価した
い。窓口職員の対応だけでな
く、舞台スタッフの対応がよ
いと利用者から評価されてい
るとの報告があった。

利用者満足度調査の結果については、報
告済である。
「大いに満足」が向上したことは、日頃
の職員の接遇によるものである。

20 -
年度末の数値をもって
評価する。

4月　4回　82名
5月　3回　58名
6月　2回　52名
計9回　192名

-

7月　4回　65名
8月　3回　52名
9月　3回　85名
計10回　202名
累計19回　394名

-

10月　3回　 85名
11月　2回　 41名
12月　4回　117名
計9回　　243名
累計28回　　637名

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準に満たないためB評価とす
る。

1月　2回    44名
2月　1回    35名
3月  2回　  34名
計5回     113名
累計33回     750名
目標回数を達成した。

21 -
年度末の数値をもって
評価する。

・避難経路説明会（大・小ホール）
　5月8日開催　参加：13団体23名
　アンケート結果　満足度100％
　（大いに満足41％、満足59％）
・ステップアップコンサート
　6月11日実施 参加者124名

-

避難経路説明会（大・小ホール）
　9月19日開催　参加：13団体25名
　アンケート結果　満足度100％
　（大いに満足48％、満足52％）

-
次回の避難経路説明会は
  1月22日小ホール利用者対象に開催
　2月19日大ホール利用者対象に開催

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準に満たないためB評価とす
る。
避難訓練説明会は、本年度か
ら本格的に実施したが、参加
者の満足度は高く好評であっ
た。アンケートで不満と回答
した方は、説明が非常によ
かったのに、資料として配付
がなかったことで不満とした
とのこと。貴重なご意見と捉
え、今後の改善に期待した
い。

避難経路説明会
　1月22日開催（小ホール）
　　　　　　　　参加：4団体4名
　2月19日開催（大ホール）
　　　　　　　　参加：4団体8名
　アンケート結果　満足度91.7％
（大いに満足83.4％、満足8.3％、不満
8.3％）
　第4四半期の避難経路説明会は、利用者
が本来利用する施設を理解してもらうた
め、大・小ホールに分けて実施し、余裕
を持った対応が出来たことが、利用者か
らわかりやすかったと評価いただいた。
今までの取組から改善した結果である。

定
性
的

利用者からの苦
情処理の体制が
とれていること

利用者等からの相談及び苦情に適切に対
応しているか
【確認資料例：相談、苦情をまとめた整
理帳簿】

22 B

要望は、主に備品の
ちょっとした不具合に
関するものであり、速
やかに対応しているこ
とが確認できた。

「お客様の声対応システム」により適
切に対応している。実績は月次報告の
なかで市に報告している。
　要望6件、謝辞14件

B

「お客様の声対応システム」により適
切に対応している。実績は月次報告の
なかで市に報告している。
　苦情3件、要望1件、謝辞15件
※苦情の内容は、女子トイレの数が少
ないことであったが、現在は利用状態
を鑑み会議棟の案内、男子トイレの一
時女子トイレ可等で対応している。

B

「お客様の声対応システム」により適
切
に対応している。実績は月次報告のな
かで市に報告している。
　苦情1件、要望2件、謝辞24件
※苦情の内容は、お茶室の志野の茶碗
の口が欠けていた、また、折り畳みイ
スの座面に釘の先が出ている箇所があ
り危険であるとのことであったが、直
ちに茶碗は片付け折り畳みイスについ
てネジの先を切断し座面に出ないよう
に調整をし対応をしている。

B

「お客様の声対応システム」により適切
に対応してきた。実績を月次報告にて市
に報告している。
※苦情0件、要望1件、謝辞14件
　

年度累計　苦情4件、要望10件、謝辞67件

定
量
的

23 -
年度末の数値をもって
評価する。

第1四半期管理経費支出額
　42,529,305円

-
第2四半期管理経費支出額
　18,929,647円

-
第3四半期管理経費支出額
　13,793,087円

B
著しい物価高騰の影響により
電気料金等が予算額を超える
こととなった。

第4四半期管理経費支出
　21,547,966円

年度累計額　96,800,005円

定
量
的

24 -
年度末の数値をもって
評価する。

第1四半期利用料金収入額
　17,985,110円

-
第2四半期利用料金収入額
　26,189,350円
　累計　44,174,460円

-
第3四半期利用料金収入額
　27,253,940円
　累計　71,428,400円

B
第4四半期利用料金収入額
　22,415,160円
　累計　93,843,560円

施
設
の
運
営
に
お
い
て
公
共
性
、
公
平
性
、
公
正
性
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
性
的

施設の公共性、
公平性について
継続性が保たれ
ているか

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
利
用
者
の
増
加
等
を
図
る
方
策
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

ロビーコンサート実施回数　【30回／年】

避難経路説明会の実施　【3件／年】
ステップアップコンサートの開催　【1件／年】

定
量
的

業務に関連する法令一覧の更新回数　【1回／年】

サービス介助士 取得率100％ （対象者：貸館業務10名、
舞台管理業務5名）臨時職員については、基礎講習受講者
も含む

定
性
的

利用者が公平に
施設利用ができ
るよう、配慮さ
れていること

施
設
の
効
率
的
な
管
理
・
運
営
が
行
わ

れ
、
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
て
い
る
か

管理経費(人件費、修繕費を除く)の支出額 収支計画以下
【91,584千円以下】

利用料金収入 収支計画以上
【106,000千円（キャンセル料は除く）】
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視点 No.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

評価項目

９月 １２月６月

ホール 70％以上 25 -
年度末の数値をもって
評価する。

71.2％
（利用可能日数146日、利用日数104
日）

-

93.9％
（利用可能日数148日、利用日数139
日）
累計　82.7%

-

94.6％
（利用可能日数148日、利用日数140
日）
累計　86.7%

A
目標を120％以上の数値で達
成したことから、期末評価を
Aとする。

87.7％
（利用可能日数138日、利用日数121日）
累計　86.9％

練習室、会議室、展示室 60％以上 26 -
年度末の数値をもって
評価する。

67.4％
（利用可能日数699日、利用日数471
日）

-

69.8％
（利用可能日数709日、利用日数495
日）
累計　68.6%

-

76.3％
（利用可能日数684日、利用日数522
日）
累計　71.1%

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準に満たないためB評価とす
る。

68.9％
（利用可能日数676日、利用日数466日）
累計　70.6％

創作室、茶室 50％以上 27 -
年度末の数値をもって
評価する。

59.4％
（利用可能日数234日、利用日数139
日）

-

57.4％
（利用可能日数237日、利用日数136
日）
累計　58.4%

-

62.4％
（利用可能日数229日、利用日数143
日）
累計　59.7%

A

目標を120％以上の数値で達
成した。茶室や創作室を利用
する団体がわずかながら増加
したため、目標達成につな
がった。

61.2％
（利用可能日数227日、利用日数139日）
累計　60.1％

28 -
年度末の数値をもって
評価する。

・山口佳子 258人
・映画われ弱ければ 597人
・八王子deオペラ　134人
・滞空時間　163人
・来生たかお 517人
・王子の授業①　30人
計6件

-

・杉山清貴 614人
・八王子こども
　　　ミュージカル 1,460人
・ライスパワージャム！2022 66人
・磯野正明チェロ歴40周年演奏会
　76人
・王子の授業②　30人
計5件　累計11件

-

・思いを言葉にのせて　300人
・東儀秀樹　476人
・ピアノトリオ　160人
・王子の授業　27人
計4件　累計15件

A
目標を120％以上の数値で達
成したことから、期末評価を
Aとする。

・八人の王子たち第7楽笑‼　269人
・辰巳ゆうと　688人
・にぎわい寄席　262人
・磯野正明チェロ歴40周年演奏会Vol.2
78人
計4件　累計19件

29 -
年度末の数値をもって
評価する。

ステップアップコンサート　124人
初心者のためのいけばな教室
　6回142人参加
ユースオケワークショップ
　11回298人参加
ユースシアターワークショップ
　4回7人参加

-

初心者のためのいけばな教室
　6回160人参加
ユースオケワークショップ
　17回374人参加
ユースシアターワークショップ
　14回74人参加

-

初心者のためのいけばな教室
　6回120人参加
ユースオケワークショップ
　3回 90人参加
ユースシアターワークショップ
　26回177人参加

A
目標を120％以上の数値で達
成したことから、期末評価を
Aとする。

初心者のためのいけばな教室
　6回112人参加
ユースオケワークショップ
　（10月まで）
ユースシアターワークショップ
　3回18人参加
累計4件実施

資源の有効活用
など環境に配慮
した管理運営が
されていること

「環境にやさしい八王子市役所エコアク
ションプラン」及び「八王子市役所環境
マネジメントシステム」に基づく、環境
に配慮した管理・運営が行われているか
【ヒアリング等で確認】

31 A

施設の特性を踏まえ、
試験的に遮熱シートを
設置した結果、ガラス
面付近では約10度もの
差があったとのこと。
工夫しながら環境に配
慮した取組を行ってお
り、評価できる。

市の環境マネジメントシステムの取組
に沿って、空調や照明の調整、節水に
向けた取組を行っている。
ガラス面が多いという施設の特性を踏
まえ、日照時の室内の温度上昇を抑え
るため、6月から、階段側面のガラス面
に遮熱シートを設置した。今後、効果
を見て他のガラス面にも設置すること
を検討する。

A

試験的に設置した遮熱
シートで室温を抑える
効果が得られたことを
受け、設置範囲を広げ
た。また、利用状況に
応じ空調管理を柔軟に
行い、電力使用量の削
減に努めていた。環境
に配慮した施設管理に
努めており、評価でき
る。

市の環境マネジメントシステムの取組
に沿って、空調や照明の調整、節水に
向けた取組を行っている。
・大ホール2階正面から北側のガラス面
に遮熱シートを設置した。猛暑日に計
測した結果、シートの外側44℃、内側
33℃で体感温度も大きく下がる結果を
得た。
・猛暑日でかつバレエ公演の際に電力
使用量が大幅に増えるが、アトリウム
の空調をできるだけ控えるなど工夫し
た。

B

試験的に防寒シートや
隙間テープを設置する
など、工夫しながら環
境に配慮した取組を
行っている。

市の環境マネジメントシステムの取組
に沿って、空調や照明の調整、節水に
向けた取組を行っている。
１階事務室、防災センター、休憩室の
窓に防寒シート及び隙間テープを設置
するなど電気料金の高騰の中、少しで
も節電が図れるよう対応した。

B
市の環境マネジメントシステムの取組に
沿って、空調や照明の調整、節水につい
て取り組んだ。

32 B

説明会参加者から、危
機管理意識が高まった
との感想が聞かれたと
のこと。有事に備えた
取組として、より効果
的なものとなるよう、
今後に期待したい。

第1回目を5月8日に実施した。
　参加：13団体23名
施設利用を申し込んでいる団体に案内
を送付して、参加を呼びかけている。
次回は9月19日に実施予定。

B

第2回目を9月19日に実施した。
　参加：13団体25名
施設利用を申し込んでいる団体に案内
を送付して、参加を呼びかけている。
次回は1月22日に実施予定。

B

第3回目を1月22日に小ホール利用者を
対象とし、施設利用申し込みの団体に
案内を送付し参加を呼びかけている。
また、大ホール利用団体には別途2月19
日に実施することで準備を進めてい
る。

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準に満たないためB評価とす
る。

第3回目は小ホール対象の説明会を1月22
日に実施。参加：4団体4名
大ホール対象の説明会は2月19日に実施。
　参加：4団体8名
施設利用を申し込んでいる団体に案内を
送付し、参加を呼びかけた。
令和5年度避難経路説明会については
5月12日に実施することで準備を進めてい
る。

33 - 秋に実施予定。 - 年度内に実施する。（12月予定） B
12月6・13日に実施した。
出席者15名

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準に満たないためB評価とす
る。

12月6・13日に実施した。

34 -
年度末の数値をもって
評価する。

訓練は実効性を伴う内容とすべく、計
画している。特に新たにホールを利用
する方に対し、災害時安全かつ速やか
に対応出来るよう、職員の意識向上を
目指した内容を予定している。
第1四半期での実施はなし。

-
訓練は12月以降に実施
する予定とのこと。

訓練は実効性を伴う内容が望ましい。
特に新たにホールを利用する方に対
し、災害時安全かつ速やかに対応が出
来るよう、職員の意識向上を目指した
内容を計画中である。
参考とすべくＪ：ＣＯＭホールの避難
訓練コンサートに参加した。（2名）
第2四半期での実施はなし。

-

スプリンクラーの開閉
バルブの位置や動作確
認を行うなど、他施設
の事例に基づいた訓練
を行っていることが確
認できた。

他のホールでスプリンクラー誤作動等
による損害賠償事故が発生しているこ
とから、市の指示に即応し、事故原因
究明対策として作動機の蓋を紙テープ
で封印した。また舞台職員のみならず
事務及び窓口職員も含めスプリンク
ラーの開閉バルブの位置及び動作の確
認を改めて行い、万一の不測の事態に
対応出来るよう訓練を実施した。参加
者　15名

A

目標を120％以上の数値で達
成したことから、期末評価を
Aとする。他のホールでの事
例を参考に、有事に備えるな
ど、危機管理意識を高めてい
た。

年間3回、防災、消防訓練を実施または参
加した。

3/1　机上訓練を実施し10名が参加した。
また、朝礼で防災対応者を決め日頃から
安全防護に努めている。日常での情報共
有を図り、防災意識の向上に努めてい
る。

35 -
年度末の数値をもって
評価する。

職員29名中、対象となるのは24名。
6月30日現在AED資格取得率は100％。

-

職員29名中、対象となるのは24名。
9月末日現在AED資格取得率は100％。
現在継続が必要な職員の研修日程を調
整中。11月から実施予定

-

職員29名中、対象となるのは24名。
AED資格取得率は100％。
継続が必要な職員の研修を11月2・9・
22・29日に実施し10名が参加した。

A

年間を通じてAED資格取得率
100％を維持し、緊急時に備
えた。積極的な取り組みを評
価したい。

職員29名中、対象となるのは24名。
3月末日現在AED資格取得率は100％

個
人
情
報
保
護
管
理
及
び
危
機
管
理
が
図
ら
れ
て
い
る
か

個人情報保護関連研修(情報セキュリティ・マイナンバー
等)への参加回数　【1回／年】

A

ユースシアターワークショッ
プなどの演劇事業では、芸術
文化会館が学生や若者のタマ
リバとして活動しやすくなる
よう、学生マネージャーを公
募し、互いに意見を出しやす
い雰囲気づくりを心がけた。
指定管理者のノウハウを活か
した支援により、文化芸術ビ
ジョンの「そだてる」につな
がる取り組みがなされてい
る。

文化芸術ビジョンの「とどける」に繋が
る取組みとして、文化団体への施設利用
サポート（合唱、舞踊、吹奏楽練習な
ど）や広報の面での支援など「ささえ
る」取組や、初心者のための茶道教室・
いけ花教室、ユースシアターワーク
ショップなど、若者やアマチュアへの表
現活動の場の提供を通じて「そだてる」
取組を行った。

A

指定管理者のノウハウ
を活かして、市民や文
化団体への活動支援を
積極的に行った。本市
の文化芸術の振興に向
けた施設の管理運営を
行っており、積極的に
評価したい。

文化芸術ビジョンの「とどける」につ
ながる取組として、8月に初めて商業施
設でユースオーケストラの演奏を行
い、約450名が来場した。また、文化団
体への施設利用サポート(合唱、舞踊、
吹奏楽練習など)や広報の面での支援な
ど「ささえる」取組や、初心者のため
の茶道教室・いけ花教室、ユースシア
ターワークショップなど、若者やアマ
チュアへの表現活動の場の提供を通じ
て「そだてる」取組を行った。

A

文化芸術ビジョンの「とどける」につ
ながる取組として、秋の市民文化祭に
は共催館として積極的に支援・協力を
した。また、文化団体への施設利用サ
ポート(合唱、舞踊、吹奏楽練習など)
や広報の面での支援など「ささえる」
取組や、初心者のための茶道教室・い
け花教室、ユースシアターワーク
ショップなど、若者やアマチュアへの
表現活動の場の提供を通じて「そだて
る」取組を行った。

市民文化祭では、ワー
クショップの場所をよ
り集客が見込める場所
を提案したり、ロビー
コンサートの来場者に
同日開催イベントの周
知を行うなど、文化団
体への細やかな支援を
積極的に行った。本市
の文化芸術の振興に向
けた施設の管理運営を
行っており、積極的に
評価したい。

コロナ禍において、感染拡大を防止し
ながら文化活動の施設利用を「ささ
え」、ユースオーケストラの活動を通
じて次世代の文化活動を「そだてる」
管理運営を行った。
例）八王子ユースオーケストラ、合唱
練習、舞踊練習、吹奏楽練習
初心者のためのいけばな教室　6回
ロビーコンサート　9回

30 B

施設の日数利用
率

指定管理事業：鑑賞事業実施件数　【8件／年】
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定
量
的

利用者を対象とした「避難経路説明会」を実施
【3回／年】

AED資格取得率　100％
ただし、期中の新規採用者・休職中の職員等は除く

指定管理事業：市民参加型事業実施件数　【3件／年】

定
性
的

本市の文化芸術
振興に向けた管
理運営がなされ
ていること

「八王子市文化芸術振興条例」及び「八
王子市文化芸術ビジョン」に基づき、文
化芸術の振興に向けた管理運営が行われ
ているか
【ヒアリング等で確認】

防災・消防訓練の実施または参加回数　【2回／年】
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視点 No.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

評価項目

９月 １２月６月

個人情報の取り
扱いが適切であ
ること

個人情報の適切な管理のため必要な措置
が講じられているか
【確認資料例：マニュアル・事業計画書
（事業計画）・事業報告書】

36 B
個人情報の安全管理実施要領に基づ
き、適切な管理を行っている。

B
個人情報の安全管理実施要領に基づ
き、適切な管理を行っている。

B

個人情報の安全管理実施要領に基づ
き、適切な管理を行っている。
利用者の情報は鍵のかかる書架にて保
管をしている。

B
ヒアリング後に個人情報の管
理状況を確認した。

個人情報の安全管理実施要領に基づき、
適切な管理を行った。
利用者の情報管理は鍵のかかる書架にて
保管した。

指定管理者が加入しなければならない保
険に加入しているか
【確認資料例：保険証券】

37 B
公立文化施設賠償責任保険及び公立文
化施設自主事業中止保険に加入してい
る。

B
公立文化施設賠償責任保険及び公立文
化施設自主事業中止保険に加入してい
る。

B
公立文化施設賠償責任保険及び公立文
化施設自主事業中止保険に加入してい
る。

B
ヒアリング後に保険証書を確
認した。

公立文化施設賠償責任保険及び公立文化
施設自主事業中止保険に加入している。

事故や災害発生時の緊急時の対応が適正
に行われたか。また、適正に行えるよう
体制が整っているか。
【確認資料例：マニュアル・事業計画書
（事業計画）・事業報告書】

38 B

施設利用者が行方不明
となる事案が発生した
が、警察と連携し適切
に対応していた。

「事故報告システム」により適切に対
応している。実績は月次報告のなかで
市に報告している。

B

電子レンジの故障により
過熱しすぎた食材から煙
が出て、火災報知器が発
報する事案が生じた。故
障したレンジは廃棄し、
また他の電気機器類も全
て点検したとのことだ
が、十分に気をつけても
らいたい。

「事故報告システム」により適切に対
応している。実績は月次報告のなかで
市に報告している。

B
「事故報告システム」により適切に対
応している。報告案件はなかった。

B

第四四半期では、利用者が体
調不良で救急搬送される事案
が3件発生したが、いずれも
適切に対応していた。

「事故報告システム」により適切に対応
した。実績は月次報告のなかで市に報告
している。

期末総合評価

所管課コメント

個
人
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報
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る
か

【施設の管理・運営を安定して行うことができるか】
施設の安定的な運営のための人員、有資格者の配置は、適切に行われており、利用料金の収受等も適正に行われていた。また、施設の大規模改修が控えている中、設備の修繕は優先順位を考慮して適切に行われていた。
【施設の運営において公共性、公平性、公正性が図られているか】
開館日、開館時間は適正であり、管理運営に関する文書も適切に管理されていた。年間を通して職員全員がサービス介助士の資格を保有し、様々な利用者に対応できるよう配慮していた。備品に関して、日常的な管理はもとより、令和5年度からの大規模改修に備えて、移設に向けて準備に着手してい
た。
【施設のサービス向上、利用者の増加等を図る方策が図られているか】
利用者満足度は高い水準を維持している。本年度から、避難訓練説明会を本格的に開始し、緊急時の利用者の対応について、動線や避難誘導の方法など、理解しやすいよう工夫しながら説明し、好評を得ていた。
【事業の達成目標が明確で、具体的な事業計画に基づいて事業が行なわれているか】
利用率は概ね高い水準にあり目標を達成した。また、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じたうえで、多くの指定管理事業を行い、市民が文化芸術に触れる機会を提供した。
【個人情報保護管理及び危機管理が図られているか】
個人情報は適切に管理されていた。新たな取組である避難訓練説明会により、利用者の危機管理意識を高めるとともに、職員の意識も高め、緊急時に対応できる体制を整えていた。
【総括】
開館から28年が経過し、設備などの一部に経年劣化が見られるなか、適切な管理に努めていた。ロビーコンサートをはじめとした市民が文化芸術に触れる機会の提供や、初心者のためのいけ花教室など新たに文化芸術活動を始める機会の提供を通じて、市民文化の振興拠点としての役割を果たして
いる。引き続き、指定管理者の特性を活かした管理運営に期待するとともに、広く市民に親しまれる文化施設となるよう努めてもらいたい。また、令和5年度からの大規模改修工事では、利用者への事前周知や、備品、事務所の移転準備など、協力をお願いしたい。

緊急（防火・防
犯等）対応等危
機管理体制が取
られていること

定
性
的

B
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